
水生生物調査ってなに

水の中に生息する生物を観察、

川の水質がどういう状態か、

みんなで調査します。

毎年同じ時期に行っています。

①川に親しみ、水への理解を

出来るだけ深めてもらうため

②川の水質を知ることにより、

水環境への意識の向上の

きっかけ作り

なぜみんなで調査するの

裏面もご覧ください。

川に親しみ、川を知るいい機会です。

水質状態などの説明も行います。



　

国土交通省 宮崎河川国道事務所ホームページ

http://www.qsr.mlit.go.jp/miyazaki/

国土交通省 川の防災情報ホームページ

http://www.river.go.jp/ （携帯版：http://i.river.go.jp/）

宮崎河川国道事務所高鍋出張所は、国土交通省の出先機関です。小丸大橋南側堤防沿いに庁舎があります。

高鍋出張所の管理区域・・・○小丸川10.2㎞（河口～比木橋上流） ○宮田川2.5㎞（河口～二本松橋下流）

河川パトロール（巡視）で発見した

ゴミの一部を報告します！

～河川管理報告～

川を大切にすることは、私たちの暮らしを守ることにつながります。
河川が汚れていると、川に住む生物や植物などの生態系にも影響を与えていきます。

川を汚すことは、めぐりめぐって私たちに返ってくるのです。

私たちは〝豊かな水〟に支えられて生活しているという意識をもって、

『 川にゴミは捨てない！ 』みなさまのご協力、よろしくお願い致します。

～河川パトロール（巡視）の目的～

○水門や堤防などの問題箇所の発見、対応

○廃棄物の投棄、廃油の流出の発見、対応

河川環境の維持及び管理に努めています。

発行元・問い合わせ先：国土交通省宮崎河川国道事務所 高鍋出張所

〒884-0005 高鍋町大字持田字宮越下1755-9

TEL：0983-22-1326 FAX：0983-22-1327

河川や小丸川にまつわる

用語や事柄などを

まとめてみました。

是非目を通して

ください。

なるほど！納得！

河川・小丸川 台風が多くの雨をもたらすこの時期、

河川の水位が増える分、災害の危険も増しています。

水位に応じた危険度レベルが、避難の目安にもなります。

ご存知ですか？水位に応じた危険度レベルがあります！

河川の防災に関する詳しい情報は、宮崎河川国道事務所のホームページから、
『防災情報』をクリックすると、様々な情報が掲載されています。是非一度ご確認ください。
※ホームページURLは、下部に記載しています。

パトロール車の後部座席は、毎回、

たくさんのゴミで溢れかえります。
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はん濫危険水位▽

避難判断水位▽

はん濫注意水位▽

水防団待機水位▽


